
必・選択 単位数 試験回数

必修 3 0

試験

回 提出期限 減免回数 0 範囲・実施日

令和８年度　仙台育英学園高等学校ILC　通信教育実施計画

教科等 科目 報告課題数 面接指導数

総合的な探究の時間 6 3

面接指導実施日

発行者番号 教科書番号 教科書名 副教材等

『学園創設者物語 北の国（ふるさと）へ』及びプリント資料

学習目標

　探究の見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、自己の在り方生き方を考えながら、よりよく課題を発見し解決していくための資
質・能力」を育成します。本校における総合的な探究の時間では、「推し活」や「ペット」といった題材を用いていますが、これらはあくまで生徒の実態や関
心に即した題材であり、学習の最終的な到達点である探究のテーマそのものではありません。実際の学習活動では、当該題材を起点として、社会的・倫

理的・制度的課題へと問いを深化させ、教科横断的・総合的な学習を通して、自己の在り方生き方を考える時間となります。

学習内容及び方法

学習項目
報告課題 面接指導 メディア視聴

総

合

的

な

探

究

の

時

間

ａ

　フリージャーナリスト池上彰氏のエッセイを読んで「どうしたら戦

争をなくせるのか」について、人類史のさまざまな局面を考察しな
がら、それぞれの視点を確立して掘り下げる。

【前期】

⓵S２・S４

　

【後期】

⓵S２・ S４

【前期】

⓶S６

　

【後期】

⓶S６

【前期】

⓷S９

　

【後期】

⓷S８

【前期】

⓸S１１

　

【後期】

⓸S１０・S12

　

　本学園創立者物語『北の国（ふるさと）へ』を視聴し、感想文を

提出することを通して、加藤利吉先生の「建学の精神」及び「生活
信条七箇条」について体験的に学びます。利吉先生の生きた時代
の歴史的な背景や文化的な背景について考慮しながら考えてみま

しょう。

1

【前期】
5月中旬

【後期】
10月下旬

【Lネットスクーリン

グ】

本校百周年記念映

画『学園創設者物

語 

北の国（ふるさと）

へ』

4

3
【前期】

6月下旬

【後期】
11月下旬

　現代人の日常に大きな地位を占めるようになった「推し活」を題

材に、各種統計やネット上の意見を考察し、 

「若者の消費行動」「自己肯定感」「アイデンティティ形成」「SNS

時代における推し活と資本の関係」等々、個人的経験を起点に、社

会構造へと問いを拡張します。

評価及び単位の修得に当たっての基準

【評　価】「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点について、それぞれ「A・B・C」の３段階で評価を行います。
　評価規準は次のとおりです。
（知識・技能）探究の作文の中で、基本的な知識が適切に関連付けられ、効果的に活用されている。

（思考・判断・表現）課題の設定や情報の整理・分析が適切になされ、自分の意見としてまとめられている。
（主体的に学習に取り組む態度）設定した課題が自分にとって切実な意味をもち、同時に、社会課題としての意味をもっている。

　また、自己調整能力（「期限内のレポート提出状況」「スクーリングの予約出席状況」）、並びに計画実行能力（提出レポート完成度及びスクーリング時
の学習態度）も考慮します。なお、生成AIは利用してかまいません。ただし、生成AIの回答を使うときは（chatGPTの回答を引用）等と明記して、自分なり
の考えを必ず付け加えてください。

【単位認定】５段階の評定は通知表等には記入しますが、最終的には活動内容とその成果を文章で評価します。
　繰り返しになりますが、自分の興味や関心に基づく課題がはっきりと示され、その課題について自分なりの調査や考察による探究活動が真摯に行われて

いれば合格です。単位の認定は、学期末（９月・３月）に行います。

備考欄

※「面接指導」の⓵～⓺は取り扱う学習内容を示しています。囲み数字が同じであれば、同じ学習内容ですので、囲み数字が重複しないように面接指導に

出席しましょう。また、ILC青森・ILC沖縄それぞれで異なる題材を使う場合がありますから、それぞれの計画に従ってください。

※ILC青森・ILC沖縄における面接指導の実施日については、各ILCの年間行事計画および時間割をご参照ください。
※多様なメディアを活用した学習による面接指導の減免は総合的な探究の時間にはありません。Lネット動画はレポート作成の題材です。
※正規の教育課程に含まれない教育活動（学習支援等）は、面接指導としては認定されません。

総

合

的

な

探

究

の

時

間

ｂ

　オーストラリア政府をはじめとする「未成年に対するSNS利用規

制」を題材に、SNSの功罪について各種統計やネット上の意見を

参照しながら、広い視野に立って考察し、情報ネットワーク社会を
生きる若者たちの未来について掘り下げます。

1

【前期】

5月中旬

【後期】

11月上旬

【前期】

⓹S３・S５

　

【後期】

⓹S３・ S５

　AI研究の第一人者と呼ばれるジェフリー・ヒントン博士の意見文
を題材に、ネット上のさまざまな情報を参照しながら、「AIは人類の

脅威になるか？」というテーマで論じることを通して、真の課題が何

であるのかについて自分なりに探究します。

2

【前期】

6月下旬

【後期】

12月中旬

【前期】

⓺S８・S１０・S１２

　

【後期】

⓺S７・ S９・S１１

　「総合的な探

究の時間」の評

価については、

数値的な評価

が適当でないた

めテストは実施

しません。

　学習指導要領

に示す「第１目

標」を踏まえ、具

体的に定めた

目標、内容に基

づいて総合的な

評価を行います

。

　社会学者及びボランティアの意見文を読んで現代社会における

「ペットとの向き合い方」を通して、社会の在り方やそれぞれの生き
方について「高齢社会」「社会的責任」「個人の自由」その他のテ
ーマをめぐって多角的に考えます。

2


